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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
複数のネットワークアドレスをネットワークから受信することと、
　前記複数のネットワークアドレスのうち２つ以上のネットワークアドレスを識別する統
合キープアライブメッセージを前記ネットワークへ送信することと
　を備え、
　前記統合キープアライブメッセージは、各々異なるデバイスに関連付けられている前記
２つ以上のネットワークアドレスそれぞれに関連付けられた前記タイマのリフレッシュを
引き起こす、方法。
【請求項２】
　前記複数のネットワークアドレスは、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続を提
供され、前記ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のネットワークアドレスのうち少なくとも１つは、単一のＰＤＮ接続に含まれ
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のネットワークアドレスは、各々が少なくとも１つのネットワークアドレスを
含む２つ以上のＰＤＮ接続に含まれる、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
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　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付けられた２つ以上のネットワー
クアドレスを識別することと、
　各アイドルデータトラフィックチャネルのための前記関連付けられた２つ以上のネット
ワークアドレスを維持するかどうかを決定することと、
　維持すると決定されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合
することと
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノレッジメントを受信す
ることと、
　前記アクノレッジメントに関連付けられた２つ以上の前記タイマをリフレッシュするこ
とと
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
複数のネットワークアドレスをネットワークから受信するように構成された受信機と、
　前記複数のネットワークアドレスのうち２つ以上のネットワークアドレスを識別する統
合キープアライブメッセージを前記ネットワークへ送信するように構成された送信機であ
って、前記統合キープアライブメッセージは、各々異なるデバイスに関連付けられている
前記２つ以上のネットワークアドレスそれぞれに関連付けられた前記タイマのリフレッシ
ュを引き起こす、送信機と
　を備える装置。
【請求項８】
　前記複数のネットワークアドレスが、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続を提
供され、前記ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられる、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記複数のネットワークアドレスのうち少なくとも１つは、単一のＰＤＮ接続に含まれ
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記複数のネットワークアドレスは、各々が少なくとも１つのネットワークアドレスを
含む２つ以上のＰＤＮ接続に含まれる、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付けられた２つ以上のネットワー
クアドレスを識別し、
　各アイドルデータトラフィックチャネルのための前記関連付けられた２つ以上のネット
ワークアドレスを維持するかどうかを決定し、
　維持すると決定されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合
する
　ように構成された処理システムをさらに備える請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記受信機はさらに、前記送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノ
レッジメントを受信するように構成され、前記処理システムはさらに、前記アクノレッジ
メントに関連付けられた２つ以上の前記タイマをリフレッシュするように構成される、請
求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
複数のネットワークアドレスをネットワークから受信する手段と、
　前記複数のネットワークアドレスのうち２つ以上のネットワークアドレスを識別する統
合キープアライブメッセージを前記ネットワークへ送信する手段であって、前記統合キー
プアライブメッセージは、各々異なるデバイスに関連付けられている前記２つ以上のネッ
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トワークアドレスそれぞれに関連付けられた前記タイマのリフレッシュを引き起こす、手
段と
　を備える装置。
【請求項１４】
　前記複数のネットワークアドレスは、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続を提
供され、前記ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数のネットワークアドレスのうち少なくとも１つは、単一のＰＤＮ接続に含まれ
る、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記複数のネットワークアドレスは、各々が少なくとも１つのネットワークアドレスを
含む２つ以上のＰＤＮ接続に含まれる、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付けられた２つ以上のネットワー
クアドレスを識別し、
　各アイドルデータトラフィックチャネルのための前記関連付けられた２つ以上のネット
ワークアドレスを維持するかどうかを決定し、
　維持すると決定されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合
する
　ように構成された処理する手段をさらに備える請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記受信する手段はさらに、前記送信された統合キープアライブメッセージに応答して
アクノレッジメントを受信するように構成され、前記処理する手段はさらに、前記アクノ
レッジメントに関連付けられた２つ以上の前記タイマをリフレッシュするように構成され
る、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　命令群を備える非一時的なコンピュータ読取可能な記録媒体であって、前記命令群は、
実行されると装置に、
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
複数のネットワークアドレスをネットワークから受信させ、
　前記複数のネットワークアドレスのうち２つ以上のネットワークアドレスを識別する統
合キープアライブメッセージを前記ネットワークへ送信させ、前記統合キープアライブメ
ッセージは、各々異なるデバイスに関連付けられている前記２つ以上のネットワークアド
レスそれぞれに関連付けられた前記タイマのリフレッシュを引き起こす、非一時的なコン
ピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２０】
　実行されると前記装置に、
　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付けられた２つ以上のネットワー
クアドレスを識別させ、
　各アイドルデータトラフィックチャネルのための前記関連付けられた２つ以上のネット
ワークアドレスを維持するかどうかを決定させ、
　維持すると決定されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合
させる
　命令群をさらに備える請求項１９に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２１】
　実行されると前記装置に、
　前記送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノレッジメントを受信さ
せ、
　前記アクノレッジメントに関連付けられた２つ以上の前記タイマをリフレッシュさせる
　命令群をさらに備える請求項２０に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
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【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本願は、“SYSTEMS, METHODS AND APPARATUS FOR MANAGING IP ADDRESSES & NETWORK T
RAFFIC IN WIRELESS NETWORKS”と題され、２０１０年１０月２２日に提出された米国特
許仮出願６１／４０６１０８からの優先権を主張する。上記出願は、参照によってその全
体が組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本願は無線通信に関し、特に、管理無線ネットワークリソースを使用可能にするシステ
ム、方法、および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　高レート無線データサービスの人気が、無線ネットワークにおける無線チャネルアクセ
スおよびインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスに対する需要を増加させている。
【０００４】
　その一方で、無線チャネルアクセスに対する需要を満たす能力はしばしば、特定の地理
的エリア内の信頼できる通信のために使用されることができる利用可能な周波数スペクト
ルの不足によって制限される。固有（natural)周波数スペクトルの制限を仮定すると、無
線チャネルアクセスに対する増加する需要に対応する際には課題が存在する。
【０００５】
　その一方で、ＩＰアドレス（または、より一般的にデータネットワーク接続）に対する
需要を満たすための能力もまた、ネットワーク内に割り当てられうる利用可能なＩＰアド
レスの数によって制限されうる。需要を軽減するために、ＩＰアドレスはしばしば、ＩＰ
アドレスリユースを使用可能にするために、移動デバイスまたはその他のアクセス端末に
動的に割り当てられる。つまり、アクセス端末が、割り当てられたＩＰアドレスをもはや
必要としなくなると、アクセス端末はＩＰアドレスをネットワークに対してリリースでき
る、または、アクセス端末が関連付けられたトラフィックチャネル上で非アクティブな場
合に、ネットワークはＩＰアドレスを放棄することをアクセス端末に対して強制する。し
かしながら、アクセス端末が、関連付けられたトラフィックチャネルをアクティブに使用
しないにもかかわらず、ＩＰアドレスを保持することを望むインスタンスにおいて、アク
セス端末は、ネットワークがＩＰアドレスを放棄することをアクセス端末に対して強制す
ることを防ぐために、キープアライブ（keep-alive）メッセージを送信する。これらキー
プアライブメッセージは、チャネルアクセスに対する需要を増加させ、キープアライブメ
ッセージを受信してそれに応答するためのアクセス端末信号処理を増加させ、移動アクセ
ス端末における利用可能なバッテリー電力を消費する。
【発明の概要】
【０００６】
　付随する特許請求の範囲に含まれるシステム、方法、およびデバイスの様々な実施は各
々、いくつかの態様を有する。これらのうちの１つとして、本明細書に説明される望まし
い属性（attribute）に対して単独で責任を負うことはない。付随する特許請求の範囲を
限定することなく、いくつかの顕著な特徴が本明細書に説明される。この説明を考慮した
後、具体的には、「発明を実施するための形態」と題されたセクションを読んだ後に、ペ
ージチャネルなどのモニタリングを管理するために、様々な実施の特徴がどのように使用
されるかが理解されるはずである。
【０００７】
　１つの態様において、方法が提供される。方法は、各々関連付けられたタイマおよび関
連付けられたデータトラフィックチャネルを有する２つ以上のネットワークアドレスをネ
ットワークから受信することを含む。方法はさらに、各々異なるデバイスに関連付けられ
ている２つ以上のネットワークアドレスのグループに関連付けられたタイマをリフレッシ



(5) JP 5607259 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

ュするために、統合キープアライブメッセージを送信することを含む。いくつかの実施に
おいて、１または複数のネットワークアドレスは、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ
）接続を提供され、ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられる。いくつかの実施において、ネ
ットワークアドレスのうちのいくつかは、単一のＰＤＮ接続に含まれる。いくつかの実施
において、ネットワークアドレスは、各々少なくとも１つのネットワークアドレスを含む
２つ以上のＰＤＮ接続に含まれる。方法はさらに、アイドルデータトラフィックチャネル
と、関連付けられたネットワークアドレスとを識別することを含みうる。方法はまた、各
アイドルデータトラフィックチャネルごとの関連付けられたネットワークアドレスを維持
するかどうかを決定することを含みうる。方法はまた、識別されたネットワークアドレス
のためのキープアライブメッセージを統合することを含みうる。方法は、送信された統合
キープアライブメッセージに応答してアクノレッジメントを受信することを含みうる。い
くつかの実施において、方法はアクノレッジメントに関連付けられたタイマをリフレッシ
ュすることを含む。
【０００８】
　別の革新的な態様において、装置が提供される。装置は、各々関連付けられたタイマお
よび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する２つ以上のネットワークアドレ
スをネットワークから受信するように構成された受信機を含む。装置はさらに、各々異な
るデバイスに関連付けられている２つ以上のネットワークアドレスのグループに関連付け
られたタイマをリフレッシュするために、統合キープアライブメッセージを送信するよう
に構成された送信機を含む。いくつかの実施において、１または複数のネットワークアド
レスは、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続を提供され、ＰＤＮ接続はタイマに
関連付けられる。いくつかの実施において、ネットワークアドレスのうちのいくつかは、
単一のＰＤＮ接続に含まれる。いくつかの実施において、ネットワークアドレスは、各々
が少なくとも１つのネットワークアドレスを含む２つ以上のＰＤＮ接続に含まれる。装置
は処理システムを含みうる。処理システムは、アイドルデータトラフィックチャネルと、
関連付けられたネットワークアドレスとを識別するように構成されうる。処理システムは
また、各アイドルデータトラフィックチャネルごとの関連付られたネットワークアドレス
を維持するかどうかを決定するように構成されうる。処理システムはまた、識別されたネ
ットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合するように構成されうる。
受信機はさらに、送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノレッジメン
トを受信するように構成され、ここにおいて、処理システムはさらに、アクノレッジメン
トに関連付けられたタイマをリフレッシュするように構成される。
【０００９】
　別の装置が、さらなる革新的な態様において提供される。装置は、各々関連付けられた
タイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する２つ以上のネットワー
クアドレスをネットワークから受信する手段を含む。装置はまた、各々異なるデバイスに
関連付けられている２つ以上のネットワークアドレスのグループに関連付けられたタイマ
をリフレッシュするために、統合キープアライブメッセージを送信する手段を含む。いく
つかの実施において、１または複数のネットワークアドレスは、パケットデータネットワ
ーク（ＰＤＮ）接続を提供され、ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられる。いくつかの実施
において、ネットワークアドレスのうちのいくつかは、単一のＰＤＮ接続に含まれる。ネ
ットワークアドレスは、各々が少なくとも１つのネットワークアドレスを含みうる２つ以
上のＰＤＮ接続に含まれうる。装置はまた、処理する手段を含みうる。処理手段は、アイ
ドルデータトラフィックチャネルと、関連付られたネットワークアドレスとを識別するよ
うに構成されうる。処理手段はまた、各アイドルデータトラフィックチャネルごとの関連
付けられたネットワークアドレスを維持するかどうかを決定するように構成されうる。処
理手段はまた、識別されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統
合するようにさらに構成されうる。いくつかの実例的な実施において、受信手段はさらに
、送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノレッジメントを受信するよ
うに構成され、ここにおいて、処理手段はさらに、アクノレッジメントに関連付けられた
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タイマをリフレッシュするように構成される。
【００１０】
　さらに別の革新的な態様において、命令群を備えるコンピュータ読取可能な媒体を備え
る、無線で通信するためのコンピュータプログラム製品が提供される。装置のプロセッサ
によって実行可能な命令群は、装置に、各々関連付けられたタイマおよび関連付けられた
データトラフィックチャネルを有する２つ以上のネットワークアドレスをネットワークか
ら受信させる。命令群はさらに、装置に、各々異なるデバイスに関連付けられている２つ
以上のネットワークアドレスのグループに関連付けられたタイマをリフレッシュするため
に、統合キープアライブメッセージを送信させる。命令群はまた、装置に、アイドルデー
タトラフィックチャネルと、関連付られたネットワークアドレスとを識別させうる。命令
群はまた、装置に、各アイドルデータトラフィックチャネルごとの関連付られたネットワ
ークアドレスを維持するかどうかを決定させうる。命令群はまた、装置に、識別されたネ
ットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合させうる。命令群はまた、
装置に、送信された統合キープアライブメッセージに応答して、アクノレッジメントを受
信させうる。いくつかの実施において、命令群は、装置に、アクノレッジメントに関連付
けられたタイマをリフレッシュさせる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本開示の特徴が詳細に理解できるように、上で簡単に概要を述べたもののより詳細な記
載が添付の図面にいくつか示された複数の態様を参照して為される。ただし、添付の図面
は本開示のある典型的な態様を説明するのみで、その適用範囲を限定せず、他の同等に有
効な観点を許容するものである。
【図１】図１は、本開示のある特定の態様に従う無線通信ネットワークの図である。
【図２】図２は、本開示のある特定の態様に従う、例示的なアクセスポイントおよびユー
ザ端末のブロック図である。
【図３】図３は、本開示のある特定の態様に従う、例示的な無線デバイスのブロック図で
ある。
【図４】図４は、通信構成要素のいくつかのサンプル態様の簡略化されたブロック図であ
る。
【図５】図５は、方法の実施のフローチャートである。
【図６】図６は、方法の実施のフローチャートである。
【図７】図７は、キープアライブシグナリング実施の簡略化されたタイミング図である。
【図８】図８は、キープアライブシグナリング実施の簡略化されたタイミング図である。
【図９】図９は、方法の実施のフローチャートである。
【図１０】図１０は、図４の構成要素のいくつかの間の伝送を例示するシグナリング図で
ある。
【図１１】図１１は、方法の実施のフローチャートである。
【図１２】図１２は、方法の実施のフローチャートである。
【図１３】図１３は、方法の実施のフローチャートである。
【図１４】図１４は、方法の実施のフローチャートである。
【図１５】図１５は、別のキープアライブシグナリング実施の機能的なブロック図を示す
。
【００１２】
　通例に従って、図面に示される様々な特徴は一定の縮尺で描かれていないことがある。
したがって、様々な特徴の寸法は、明瞭性のために任意に拡大または縮小されていること
がある。さらに、図面のいくつかは、所与のシステム、方法、またはデバイスの構成要素
のいくつかを示しているわけではない。最後に、明細書および図の全体にわたって同じ特
徴を示すために同じ参照番号が使用されうる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　付随する特許請求の範囲に含まれる実施の様々な態様が以下に説明される。本明細書に
おいて説明される態様が広く様々な形態で具現化されうることと、本明細書に説明されて
いる任意の特定の構造および／または機能は単に例示的なものにすぎないこととが理解さ
れるべきである。本開示に基づき、当業者は、ここに説明された態様が、任意の他の態様
とは独立して実現されうること、これらの態様のうちの２つ以上が、様々な手法で組み合
わされうることを理解すべきである。例えば、ここに説明される任意の数の態様を使用し
て、装置が実現されることができ、方法が実践されることができる。さらに、ここに説明
される態様のうちの１または複数のもの以外の、または、これらに追加された構造および
／または機能を使用して、そのような装置が実現されることができ、そのような方法が実
践されることができる。
【００１４】
　下記において、添付の図面を参照し、本開示の様々な態様がより十分に説明される。し
かしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化されることができるものであり、この
開示全体を通して提示される任意の特定の構成または機能に限定されるものと解釈される
べきではない。そうではなく、これらの態様は、この開示を徹底的かつ完全なものとし、
この開示により本開示の範囲が当業者に十分に伝わるように、提供されるものである。本
明細書における教示に基づき、当業者は、ここに開示された開示の任意の態様が、本開示
のその他任意の態様と独立して実現されようと、これらと組み合わされて実現されようと
、本開示の範囲は、これら態様をカバーすることを意図している、ということを理解すべ
きである。例えば、ここで述べる任意の数の態様を使用して、装置が実現されてもよく、
または、方法が実施されてもよい。加えて、本発明の範囲は、ここで述べる発明の様々な
態様に加えて、または、ここで述べる発明の様々な態様以外に、他の構造、機能性、ある
いは、構造および機能性を使用して実施される、このような装置または方法をカバーする
ことを意図している。ここに開示された開示の任意の態様は、請求項に記載された１また
は複数のエレメントによって具現化されうることが理解されるべきである。
【００１５】
　特定の態様がここに説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が、本開示の
範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点を述べるが、本開示の範囲
は、特定の利益、使用、または、目的に限定されることを意図していない。むしろ、本開
示の態様は、異なる無線技術、システム構成、ネットワーク、および、送信プロトコルに
広く適用可能であるように意図されており、そのうちのいくつかは、一例として、図面中
および好ましい態様の以下の説明中で示されている。詳細な説明および図は、限定ではな
く、本開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、添付の請求項およびこれらに対応する
説明により規定されている。
【００１６】
　本明細書に説明される技術は、直交多重スキームに基づく通信システムを含む、様々な
ブロードバンド無線通信システムのために使用されることができる。このような通信シス
テムの例は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シス
テム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、単一搬送波周波数分割多元接続
（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム等を含む。ＳＤＭＡシステムは、十分に異なる方向を利用し
て、複数のユーザ端末に属するデータを同時に送信してもよい。ＴＤＭＡシステムは、各
タイムスロットに異なるユーザ端末が割り当てられている異なるタイムスロットに、送信
信号を分割することにより、複数のユーザ端末に同一の周波数チャネルを共有させること
を可能にしうる。ＴＤＭＡシステムは、ＧＳＭ(登録商標)または当該技術分野において周
知のその他何らかの規格を実現しうる。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数
の直交サブキャリアに分割する変調技術である直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用す
る。これらサブキャリアは、トーンやビン等とも称されうる。ＯＦＤＭでは、各サブキャ
リアは別々にデータで変調されうる。ＯＦＤＭシステムは、ＩＥＥＥ８０２.１１または
当該技術分野において周知のその他何らかの規格を実現しうる。ＳＣ－ＦＤＭＡシステム
は、インターリーブドＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）を利用して、システム帯域幅全体にわたっ
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て分散したサブキャリアで送信するか、ローカライズドＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）を利用し
て、１つの隣接サブキャリアブロックで送信するか、または、エンハンスドＦＤＭＡ（Ｅ
ＦＤＭＡ）を利用して、複数の隣接サブキャリアブロックで送信できる。一般的に、ＯＦ
ＤＭによる周波数領域とＳＣ－ＦＤＭＡによる時間領域において、変調シンボルが送信さ
れる。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、３ＧＰＰ－ＬＴＥ（第３世代パートナシッププロジェ
クトロングタームエボリューション）または当該技術分野において周知のその他何らかの
規格を実現しうる。
【００１７】
　本明細書における教示は、様々な有線装置または無線装置（例えば、ノード）に組み込
まれうる（例えば、これらの中で実現される、またはこれらによって実行される）。いく
つかの態様では、本明細書における教示にしたがって実現された無線ノードは、アクセス
ポイントまたはアクセス端末を備えうる。
【００１８】
　アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ラジオネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ局（
「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線
トランシーバ、ベーシックサービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳ
Ｓ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の専門用語を備えることができ、
これらとして実現されることができ、または、これらとして周知でありうる。
【００１９】
　アクセス端末（「ＡＴ」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、移動局、リ
モート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機
器、ユーザ局、または他の何らかの専門用語を備えることができ、これらとして実現され
ることができ、または、これらとして周知でありうる。いくつかの実施において、アクセ
ス端末は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話
、無線ローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、無線接続能力を
有するハンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、または無線モデムに接続されたその他
何らかの処理デバイスを備える。したがって、本明細書で教示される１または複数の態様
は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラップ
トップ）、携帯通信デバイス、携帯コンピューティングデバイス（例えば、携帯情報端末
）、エンターテイメントデバイス（例えば、音楽または映像デバイス、あるいは衛星ラジ
オ）、全地球測位システムデバイス、または、有線媒体または無線媒体を介して通信する
ように構成されたその他任意の適切なデバイスに組み込まれることができる。いくつかの
態様では、ノードは無線ノードである。そのような無線ノードは、例えば、有線または無
線通信リンクを介した、ネットワーク（例えば、インターネットまたはセルラネットワー
クのようなワイドエリアネットワーク）のための接続、またはネットワークまでの接続を
提供できる。
【００２０】
　いくつかの態様において、本明細書における教示は、（例えば、一般的にマクロセルネ
ットワークと称される、３Ｇネットワークのような広いエリアのセルラネットワークのよ
うな）マクロスケールのカバレッジと、（例えば、住宅ベースまたはビルディングベース
のネットワーク環境のような）より小さいスケールのカバレッジとを含むネットワークに
おいて用いられうる。ＡＴまたはＵＥがこのようなネットワーク中を移動する間、アクセ
ス端末は、特定のロケーションではマクロカバレッジを提供するＡＮによってサービス提
供され、その他のロケーションではより小さいスケールのカバレッジを提供するアクセス
ノートによってサービス提供されうる。いくつかの態様において、より小さいカバレッジ
ノードが、インクリメンタルな容量増大を提供するために使用され、ビルティングカバレ
ッジでは、（例えば、よりロバストなユーザ経験のための）異なるサービスを提供するた
めに使用されうる。本明細書における説明において、比較的広いエリアにわたるカバレッ
ジを提供するノートはマクロノードと称されうる。比較的小さいエリア（例えば、住宅）
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にわたるカバレッジを提供するノードはフェムトノードと称されうる。マクロエリアより
も小さく、フェムトエリアよりも大きいエリアにわたるカバレッジを提供するノードは、
（例えば、商業ビルディング内のカバレッジを提供する）ピコノードと称されうる。
【００２１】
　マクロノード、フェムトノード、またはピコノードに関連付けられたセルは、マクロセ
ル、フェムトセル、またはピコセルとそれぞれ称されうる。いくつかの実施において、各
セルはさらに、１または複数のセクタに関連付けられうる（例えば、分割されうる）。
【００２２】
　様々なアプリケーションにおいて、その他の用語が、マクロノード、フェムトノード、
またはピコノードを指すために使用されうる。例えば、マクロノードは、アクセスノード
、基地局、アクセスポイント、ｅノードＢ、マクロセル等として構成されるか、またはこ
れらと称されうる。また、フェムトノードは、ホームノードＢ（ＨＮＢ）、ホームｅノー
ドＢ（ＨｅＮＢ）、アクセスポイント基地局、フェムトセル等として構成されるか、また
はこれらと称されうる。
【００２３】
　図１は、アクセスポイントとユーザ端末とを有する多元接続多入力多出力（ＭＩＭＯ）
システム１００を示す。簡潔にするために、図１にはアクセスポイント１１０が１つだけ
示されている。アクセスポイントは一般的に、ユーザ端末と通信する固定局であり、基地
局または他の何らかの専門用語で呼ばれることもある。ユーザ端末は、固定または移動性
のものであってもよく、移動局、無線デバイス、または、他の何らかの専門用語でも称さ
れうる。アクセスポイント１１０は、任意の所与の瞬間において、ダウンリンク上および
アップリンク上で、１または複数のユーザ端末１２０と通信しうる。ダウンリンク（すな
わち、フォワードリンク）は、アクセスポイントからユーザ端末への通信リンクであり、
アップリンク（すなわち、リバースリンク）は、ユーザ端末からアクセスポイントへの通
信リンクである。ユーザ端末は、別のユーザ端末とピアツーピアで通信することもできる
。システムコントローラ１３０は、アクセスポイントに結合し、アクセスポイントのため
の調整および制御を提供する。
【００２４】
　下記の開示の一部では、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信できるユーザ端末
１２０が説明されるが、ある特定の態様では、ユーザ端末１２０はまた、ＳＤＭＡをサポ
ートしないいくつかのユーザ端末を含むこともできる。したがって、そのような態様では
、ＡＰ１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末および非ＳＤＭＡユーザ端末の両方と通信するよう
に構成されることができる。このアプローチは有利に、より新しいＳＤＭＡユーザ端末が
適切であると見なされ導入されることを可能にすると同時に、より古いバージョンのユー
ザ端末（「レガシー」局）の耐用年数を伸ばし、これらが事業展開され続けることを可能
にできる。
【００２５】
　システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンクでのデータ伝送のために、複数の
送信アンテナおよび複数の受信アンテナを用いる。アクセスポイント１１０は、Ｎａｐ個
のアンテナを装備し、ダウンリンク伝送のための多入力（ＭＩ）と、アップリンク伝送の
ための多出力（ＭＯ）とを表す。選択されたＫ個のユーザ端末１２０のセットはひとまと
めで、ダウンリンク伝送のための多出力と、アップリンク伝送のための多入力とを表す。
純粋なＳＤＭＡでは、Ｋ個のユーザ端末のためのデータシンボルストリームが何らかの手
段によって符号、周波数、または時間において多重化されない場合には、Ｎａｐ≧Ｋ≧１
を有することが所望され、これらデータシンボルストリームがＴＤＭＡ技術、ＣＤＭＡを
用いた異なる符号チャネル、ＯＦＤＭを用いた互いに素なサブバンドのセット、等を使用
して多重化されうる場合に、Ｋは、Ｎａｐよりも大きくなりうる。選択された各々のユー
ザ端末は、アクセスポイントにユーザ固有のデータを送信する、および／またはアクセス
ポイントからユーザ固有のデータを受信する。一般的に、選択された各々のユーザ端末は
、１つまたは複数（すなわち、Ｎｕｔ≧１）のアンテナを装備しうる。選択されたＫ個の
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ユーザ端末は、同一のまたは異なる数のアンテナを有しうる。
【００２６】
　ＳＤＭＡシステム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ）システムでありうる。ＴＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリンクが、
同一の周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリンクが
、異なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、伝送のために単一のキ
ャリアまたは複数のキャリアを利用できる。各々のユーザ端末には、（例えば、コストを
低く抑えるために）単一のアンテナが、または（例えば、さらなるコストがサポートされ
うる場合には）複数のアンテナが装備されうる。各々が異なるユーザ端末１２０に割り当
てられている異なるタイムスロットに、送信／受信を分割することによって、ユーザ端末
１２０は、同一の周波数チャネルを共有する場合に、システム１００はＴＤＭＡシステム
であることもできる。
【００２７】
　図２は、ＭＩＭＯシステム１００における、アクセスポイント１１０と、２つのユーザ
端末１２０ｍ、１２０ｘとのブロック図を示している。アクセスポイント１１０は、Ｎｔ
個のアンテナ２２４ａ乃至２２４ｔを装備している。ユーザ端末１２０ｍは、Ｎｕｔ，ｍ
個のアンテナ２５２ｍａ乃至２５２ｍｕを装備しており、ユーザ端末１２０ｘは、Ｎｕｔ
，ｘ個のアンテナ２５２ｘａ乃至２５２ｘｕを装備している。アクセスポイント１１０は
、ダウンリンクでは送信エンティティであり、アップリンクでは受信エンティティである
。各ユーザ端末１２０は、アップリンクでは送信エンティティであり、ダウンリンクでは
受信エンティティである。本明細書で使用されるように、「送信エンティティ」とは、無
線チャネルを介してデータを送信できる、独立して動作する装置またはデバイスであり、
「受信エンティティ」とは、無線チャネルを介してデータを受信できる、独立して動作す
る装置またはデバイスである。下記の説明では、下付きの文字「ｄｎ」はダウンリンクを
表し、下付きの文字「ｕｐ」はアップリンクを表し、Ｎｕｐ個のユーザ端末が、アップリ
ンクでの同時伝送のために選択され、Ｎｄｎ個のユーザ端末が、ダウンリンクでの同時伝
送のために選択され、Ｎｕｐは、Ｎｄｎと等しいこともできるし、または等しくないこと
もでき、ＮｕｐとＮｄｎは、各スケジューリング間隔について、静的な値であることもで
きるし、または変化することもできる。ビームステアリングまたは他の何らかの空間処理
技術が、アクセスポイントおよびユーザ端末において使用されることができる。
【００２８】
　アップリンクでは、アップリンク伝送のために選択された各ユーザ端末１２０において
、ＴＸデータプロセッサ２８８が、データソース２８６からトラフィックデータを受信し
、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッサ２８８は、その
ユーザ端末のために選択されたレートに関連付けられた符号化および変調スキームに基づ
いて、そのユーザ端末のためのトラフィックデータを処理（例えば、符号化、インターリ
ーブ、変調）し、データシンボルストリームを提供する。ＴＸ空間プロセッサ２９０が、
そのデータシンボルストリームに空間処理を実行し、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナのためのＮ
ｕｔ，ｍ個の送信シンボルストリームを提供する。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４
が、それぞれの送信シンボルストリームを受信して処理（例えば、アナログ変換、増幅、
フィルタリング、周波数アップコンバート）し、アップリンク信号を生成する。Ｎｕｔ，
ｍ個の送信機ユニット２５４は、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２からアクセスポイントへ
と送信するための、Ｎｕｔ，ｍ個のアップリンク信号を提供する。
【００２９】
　Ｎｕｐ個のユーザ端末が、アップリンクでの同時送信のためにスケジューリングされる
ことができる。これらユーザ端末の各々は、そのデータシンボルストリームに空間処理を
実行し、その送信シンボルストリームのセットを、アクセスポイントにアップリンクで送
信する。
【００３０】
　アクセスポイント１１０では、Ｎａｐ個のアンテナ２２４ａ乃至２２４ａｐが、アップ
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リンクで送信するＮｕｐ個のユーザ端末からのアップリンク信号を受信する。各アンテナ
２２４は、受信された信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に提供する。
各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行された処理に対して補完
的な処理を実行し、受信されたシンボルストリームを提供する。ＲＸ空間プロセッサ２４
０は、Ｎａｐ個の受信機ユニット２２２からのＮａｐ個の受信されたシンボルストリーム
に、受信機空間処理を実行し、復元されたＮｕｐ個のアップリンクデータシンボルストリ
ームを提供する。チャネル相関マトリックス逆変換（ＣＣＭＩ）、最小平均二乗誤差（Ｍ
ＭＳＥ）、ソフト干渉消去（ＳＩＣ）、または、他の何らかの技術にしたがって、受信機
空間処理が実行される。復元された各アップリンクデータシンボルストリームは、それぞ
れのユーザ端末によって送信されたデータシンボルストリームの推定である。ＲＸデータ
プロセッサ２４２が、復元された各々のアップリンクデータシンボルストリームを、その
ストリームのために使用されたレートにしたがって処理（例えば、復調、デインターリー
ブ、復号）し、復号されたデータを得る。各ユーザ端末のための復号されたデータが、記
憶のためにデータシンク２４４に、および／または、さらなる処理のためにコントローラ
２３０に、提供されることができる。
【００３１】
　ダウンリンクでは、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ２１０が
、データソース２０８から、ダウンリンク伝送のためにスケジューリングされたＮｄｎ個
のユーザ端末のためのトラフィックデータを受信し、コントローラ２３０から制御データ
を受信し、ことによるとスケジューラ２３４から他のデータを受信する。様々なタイプの
データが、異なるトランスポートチャネルで送信されうる。ＴＸデータプロセッサ２１０
は、各ユーザ端末のためのトラフィックデータを、そのユーザ端末のために選択されたレ
ートに基づいて処理（例えば、符号化、インターリーブ、および変調）する。ＴＸデータ
プロセッサ２１０は、Ｎｄｎ個のユーザ端末のための、Ｎｄｎ個のダウンリンクデータシ
ンボルストリームを提供する。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎｄｎ個のダウンリンクデ
ータシンボルストリームに空間処理（例えば、本開示において説明されるプリコーディン
グまたはビームフォーミング）を実行し、Ｎａｐ個のアンテナのためのＮａｐ個の送信シ
ンボルストリームを提供する。各送信機ユニット２２２は、それぞれの送信シンボルスト
リームを受信して処理し、ダウンリンク信号を生成する。Ｎｕｔ，ｍ個の送信機ユニット
２２２は、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２２４からユーザ端末への伝送のためのＮｕｔ，ｍ個
のダウンリンク信号を提供する。
【００３２】
　各ユーザ端末１２０において、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２が、アクセスポイント１
１０から、Ｎａｐ個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連付
けられたアンテナ２５２からの受信された信号を処理し、受信されたシンボルストリーム
を提供する。ＲＸ空間プロセッサ２６０が、Ｎｕｔ，ｍ個の受信機ユニット２５４からの
Ｎｕｔ，ｍ個の受信されたシンボルストリームに、受信機空間処理を実行し、そのユーザ
端末のための復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを提供する。受信機空間
処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または他の何らかの技術にしたがって実行される。ＲＸデ
ータプロセッサ２７０は、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを処理（例
えば、復調、デインターリーブ、および復号）して、そのユーザ端末のための復号された
データを取得する。
【００３３】
　各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８が、ダウンリンクチャネル応答を
推定し、ダウンリンクチャネル推定値を提供する。これは、チャネル利得推定値、ＳＮＲ
推定値、雑音分散、等を含みうる。同様に、チャネル推定器２２８が、アップリンクチャ
ネル応答を推定し、アップリンクチャネル推定値を提供する。各ユーザ端末のためのコン
トローラ２８０は典型的に、ユーザ端末のための空間フィルタマトリクスを、そのユーザ
端末のためのダウンリンクチャネル応答マトリクスＨｄｎ，ｍに基づいて導出する。コン
トローラ２３０は、アクセスポイントのための空間フィルタマトリクスを、実効アップリ
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ンクチャネル応答マトリクスＨｕｐ，ｅｆｆに基づいて導出する。各ユーザ端末に対する
コントローラ２８０は、アクセスポイントにフィードバック情報（例えば、ダウンリンク
および/またはアップリンクの固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定等）を送りうる。コン
トローラ２３０および２８０はまた、アクセスポイント１１０およびユーザ端末１２０に
おける様々な処理ユニットの動作をそれぞれ制御する。
【００３４】
　図３は、無線通信システム１００内で用いられうる無線デバイス３０２において利用さ
れうる様々な構成要素を例示する。無線デバイス３０２は、本明細書において説明される
様々な方法を実現するように構成されうるデバイスの一例である。無線デバイス３０２は
、基地局１０４またはユーザ端末１０６でありうる。
【００３５】
　無線デバイス３０２は、無線デバイス３０２の動作を制御するプロセッサ３０４を含み
うる。プロセッサ３０４はまた、中央処理ユニット（ＣＰＵ）とも称されうる。読取専用
メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含みうるメモリ３０６は
、プロセッサ３０４に命令群およびデータを提供する。メモリ３０６の一部はまた、不揮
発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含みうる。プロセッサ３０４は典型的に、
メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令群に基づいて、論理および演算動作を実行す
る。メモリ３０６における命令群は、本明細書において説明される方法を実現するために
実行可能でありうる。
【００３６】
　無線デバイス３０２はまた、ハウジング３０８を含むことができ、このハウジングは、
無線デバイス３０２とリモートロケーションとの間でのデータの送受信を可能にするため
の送信機３１０および受信機３１２を含みうる。送信機３１０および受信機３１２は、ト
ランシーバ３１４に結合されうる。単数のまたは複数の送信アンテナ３１６が、ハウジン
グ３０８に取り付けられることができ、トランシーバ３１４に電気的に結合されうる。無
線デバイス３０２はまた、複数の送信機と、複数の受信機と、複数のトランシーバとを含
みうる（図示せず）。
【００３７】
　無線デバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信された信号のレベルを検
出および定量化しようとするのに使用されうる信号検出器３１８を含みうる。信号検出器
３１８は、合計エネルギー、シンボルあたりのサブキャリアごとのエネルギー、電力スペ
クトル密度、および他の信号のような信号を検出しうる。無線デバイス３０２はまた、信
号の処理に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３２０を検出しうる。
【００３８】
　無線デバイス３０２の様々な構成要素は、データバスに加えて、電力バス、制御信号バ
ス、ステータス信号バスを含みうるバスシステム３２２によって共に結合されうる。
【００３９】
　図４は、通信システム５００のいくつかのサンプル態様の簡略化されたブロック図であ
る。システム５００は、回路交換（ＣＳ）ドメイン（またはネットワーク）５２０と、高
レートパケットデータ（ＨＲＰＤ）ネットワーク５３０と、ＬＴＥパケット交換（ＰＳ）
ネットワーク５４０と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ５６１と、
オペレータのＩＰサービスセンター５６３と、ワイドエリアネットワーク５７０とを含む
。システム５００はまた、移動デバイスまたはユーザ機器（ＵＥ）５１０を含む。図４に
はＵＥ５１０が１つだけ例示されているが、当業者であれば、ＬＴＥシステムが任意の数
のアクセス端末、移動デバイス、ＵＥ、およびこれらと同様のものを含みうることを理解
するはずである。
【００４０】
　当業者はまた、無線ネットワークのＣＳドメインが、図４に例示された簡略化されたＣ
Ｓドメイン５２０よりも多くの構成要素を有しうることを理解するはずである。図４に例
示されるＣＳドメイン５２０は、特許請求の範囲内に含まれる実施のいくつかの顕著な特
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徴を説明するのに役立つ構成要素のみを含んでいる。ＣＳドメイン５２０は、１ｘＲＴＴ
 ＣＳアクセスノード５２１（以下、「基地局５２１」と称される）と、インターネット
ワーキングソリューションノード（ＩＷＳ）５２３と、移動交換センター（ＭＳＣ）５２
５とを含む。
【００４１】
　当業者は、ＬＴＥ ＰＳネットワークが、図４に例示された簡略化されたＬＴＥ ＰＳネ
ットワーク５４０よりも多くの構成要素を有しうることを理解するはずである。図４に例
示されるＬＴＥ ＰＳドメイン５４０は、特許請求の範囲内に含まれる実施のいくつかの
顕著な特徴を説明するのに役立つ構成要素のみを含んでいる。ＬＴＥ ＰＳドメイン５４
０は、ＬＴＥまたは同様の技術にしたがって構成された発展型ＵＭＴＳ地上ラジオアクセ
スネットワーク（ＥＵＴＲＡＮ）ノード５４１を含む。ＬＴＥ ＰＳドメイン５４０はま
た、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）５４３およびパケットデータネットワークサ
ービングゲートウェイ（ＳＧＷ）５４５を含む。ＳＧＷ５４５は、ＰＤＮゲートウェイ５
６１に結合される。
【００４２】
　当業者は、ＨＲＰＤネットワークは、図４に例示された簡略化されたＨＲＰＤネットワ
ーク５３０よりも多くの構成要素を有しうることを理解するはずである。図４に例示され
るＨＲＰＤ５３０は、特許請求の範囲内に含まれる実施のいくつかの顕著な特徴を説明す
るのに役立つ構成要素のみを含んでいる。ＨＲＰＤネットワーク５３０は、基地局５２１
によって提供されるＣＳ音声サービスと共に、イントラ周波数ＨＲＰＤデータサービスを
提供するように構成されたＨＲＰＤアクセスノード（ＡＮ）５３１を含む。ＨＲＰＤネッ
トワーク５３０は、ＨＲＰＤサービングゲートウェイ（ＨＳＧＷ）５３２を含む。ＨＳＷ
Ｇ５３２は、ＭＭＥ５４３およびＰＤＮゲートウェイ５６１と通信している。ＨＳＷＧ５
３２とＭＭＥ５４３との間の通信リンクは、ＨＲＰＤハンドオーバ／チャネル割当メッセ
ージを交換するために使用される。
【００４３】
　当業者はまた、ＰＤＮが、図４に例示されたＰＤＮゲートウェイ５６１およびオペレー
タのＩＰサービスセンター５６３よりも多くの構成要素を有しうることを理解するはずで
ある。図４は、実施のいくつかの顕著な特徴を説明するのに役立つ特徴のみを含んでいる
。ＰＤＮゲートウェイ５６２は最終的に、インターネットのようなワイドエリアネットワ
ーク５７０に接続される。
【００４４】
　ＵＥ５１０がデュアルラジオアクセス機能を含む場合、ＵＥ５１０がＣＳ音声サービス
およびＰＳデータサービスの両方を同時に受信可能でありうる。少なくとも２つのデュア
ルラジオアクセススキームが存在する。１つ目はインター周波数デュアルラジオアクセス
と称され、２つ目はイントラ周波数デュアルラジオアクセスと称されうる。インター周波
数デュアルラジオアクセススキームによると、アクセス端末は、各々が他方とは別の周波
数帯域上にある２つの無線通信リンクを確立および維持できる。例えば、ＬＴＥ ＰＳデ
ータサービスおよびＣＳ音声サービスは一般的に別々の周波数帯域上で提供されるので、
ＬＴＥ ＰＳデータサービスおよびＣＳ音声サービスの組み合わせは一般的に、インター
周波数デュアルラジオアクセススキームである。その一方で、イントラ周波数デュアルラ
ジオアクセススキームによると、アクセス端末は、２つの無線通信リンクが同じ周波数帯
域上にある限りは、２つの無線通信リンクを確立および維持できる。例えば、ＨＲＰＤ 
ＰＳデータサービスおよびＣＳ音声サービスは一般的に同じ周波数帯域上で提供されるの
で、ＨＲＰＤ ＰＳデータサービスおよびＣＳ音声サービスの組み合わせは一般的にイン
トラ周波数デュアルラジオアクセススキームである。
【００４５】
　動作において、ＭＭＥ５４３およびＩＷＳ５２３は、ＰＳドメイン５４０およびＣＳド
メイン５２０をブリッジ(bridge)する。ＬＴＥサービスでは、ＵＥ５１０は、ＥＵＴＲＡ
Ｎ５４１を介してＰＳドメイン５４０にアクセスする。ＣＳ音声サービスでは、ＵＥ５１
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０は、基地局５２１を介してＣＳドメイン５２０にアクセスする。ＣＳ音声サービスが要
求された際に、ＵＥ５１０が最初にＰＳドメイン５４０に「キャンプ」または接続されて
いる場合に、ＵＥ５１０はＥＵＴＲＡＮ５４１から基地局５２１への（すなわち、ＰＳド
メイン５４０からＣＳドメイン５２０への）サービスの転送を行う。
【００４６】
　しかしながら、いくつかのデュアルラジオアクセストランシーバは、さらには、いくつ
かのネットワークオペレータでさえ、インター周波数デュアルラジオアクセスをサポート
していないので、別々の周波数帯域上のＬＴＥ ＰＳデータサービスおよびＣＳ音声サー
ビスの組み合わせをサポートすることができない。したがって、いくつかのシナリオでは
、ＵＥ５１０がＣＳ音声サービスのためのリンクと、ＰＳデータサービスのための別のリ
ンクとを同時に維持するものである場合に、ＰＳデータサービスは、ＣＳフォールバック
が生じた際にＨＲＰＤネットワーク５３０に転送されなければならない。言い換えると、
ＬＴＥネットワーク５４０、特にＥＵＴＲＡＮ５４１は、少なくとも２つのその他のラジ
オアクセス技術へ同時にサービスをハンドオーバするための手順を要求する。図４に図示
されるシステム５００において、２つのラジオアクセス技術は１ｘＲＴＴおよびＨＲＰＤ
である。しかしながら、当業者は、任意の２つの適切なラジオアクセス技術が、付随する
特許請求の範囲から逸脱することなく組み合わせて使用されうることを理解するはずであ
る。さらに、例えば、１または複数のユーザによって好まれるサービスのタイプ、１また
は複数のユーザによって好まれるサービス品質、１また複数のユーザがプリファレンスを
ランク付けする仕方、ローカルポリシー、ネットワークワイドポリシー、またはデュアル
ラジオアクセスをサポートするためにラジオアクセス技術を選択するのに役立つその他の
ファクタのようなファクタを利用および考慮することによって、ラジオアクセス技術を選
択することが手順にとって望ましい。
【００４７】
　高レートデータサービスは、ＨＲＰＤネットワーク５３０およびＬＴＥネットワーク５
４０のいずれかを介してＵＥ５１０に提供されうる。１つの実施において、ＵＥ５１０は
、ＰＤＮゲートウェイ５６１を介してオペレータのＩＰサービスセンター５６３からの高
レートデータサービスを受信する。そのためには、ＵＥ５１０は、少なくとも１つのＩＰ
アドレスを受信するために、ＰＤＮゲートウェイ５６１とのＰＤＮ接続を確立しなければ
ならない。
【００４８】
　本明細書において説明される実施によると、ＵＥ５１０は、異なるＩＰサービスのため
に使用されうる複数のＩＰアドレスを割り当てられうる。例えば、ＵＥ５１０は、ＩＰサ
ービスの音声のための第１のＩＰアドレスと、高レートデータ接続のための第２のＩＰア
ドレスとを割り当てられうる。当業者は、ＵＥ５１０が任意の数のＩＰアドレスを割り当
てられうるということを、本明細書における開示から理解するはずである。
【００４９】
　複数のＩＰアドレスがどのようにして１または複数のＰＤＮ接続に関係付けられうるか
に関しては、さらに多くのオプションが存在する。例えば、１つの実施において、特定の
ＰＤＮゲートウェイからの各ＰＤＮ接続は、関連付けられた単一の対応ＩＰアドレスを有
する。追加的および／または代替的に、特定のＰＤＮゲートウェイからの単一のＰＤＮ接
続は、それに関連付けられた１または複数のＩＰアドレスを含む。追加的および／または
代替的に、それぞれのＰＤＮゲートウェイからの各ＰＤＮは、それに関連付けられた１ま
たは複数のＩＰアドレスを含む。各ＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続は、ＵＥがデ
ータを送信および／または受信するためのそれぞれのデータトラフィックチャネルに関連
付けられていることを当業者は理解するはずである。
【００５０】
　しかしながら、ＩＰアドレスまたはＰＤＮ接続に対する需要を満たすための能力は、ネ
ットワーク内に割り当てられうる利用可能なＩＰアドレスの数によって制限されうる。需
要を軽減するために、ＩＰアドレスはしばしば、ＩＰアドレスリユースを使用可能にする
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ために、ＵＥに動的に割り当てられる。つまり、ＵＥは、割り当てられたＩＰアドレスを
もはや必要としなくなると、ＩＰアドレスをネットワークに対してリリースできる、また
は、ネットワークは、ＵＥが関連付けられたトラフィックチャネル上で非アクティブな場
合に、ＩＰアドレスを放棄することをＵＥに対して強制する。
【００５１】
　１つの実施において、各ＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続は、ＰＤＮゲートウェ
イ５６１またはその他のコンビニエントノードにおいてのみならず、ＵＥ５１０において
も維持される関連付けられたタイマを有する。タイマの期限が切れない限り、ＵＥ５１０
は、ＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続を維持できる。特定のＩＰアドレスおよび／
またはＰＤＮ接続のための関連付けられたトラフィックチャネルが使用されている場合、
ＰＤＮゲートウェイ５６１は、ＵＥ５１０に送信されてローカルタイマをリセットするイ
ンジケータと該当のタイマとを自動的にリフレッシュするように構成されうる。これによ
って、ＵＥ５１０は、トラフィックチャネルを使用している間、割り当てられたＩＰアド
レスおよび／またはＰＤＮ接続を保持できる。その一方で、ＵＥ５１０が、ＩＰアドレス
および／またはＰＤＮ接続を維持する必要性を判定した場合、関連付けられたデータトラ
フィックチャネルをアクティブに使用することをしない代わりに、ＵＥは、そのＩＰアド
レスおよび／またはＰＤＮ接続のためのキープアライブメッセージを送信する。キープア
ライブメッセージは、ＵＥ５１０がＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続を維持できる
ように、ＵＥ５１０に送信されたインジケータと該当のタイマとをリフレッシュすること
をＰＤＮゲートウェイ５６１に対して強制する。
【００５２】
　これらキープアライブメッセージは、チャネルアクセスに対する要求を増加させ、移動
アクセス端末における利用可能なバッテリー電力を消費する。この問題は、ＵＥ５１０が
、複数のＩＰアドレスを割り当てられるおよび／または複数のＰＤＮ接続を確立した場合
に悪化しうる。関連付けられたタイマの各々は、ベンダー特有であるおよび／または異な
る初期値を有しており、互いに非同期で起動する可能性が高い。同様に、ＵＥ５１０が、
複数のＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続を維持する必要性を判定した場合、関連付
けられたデータトラフィックチャネルをアクティブに使用することをしない代わりに、Ｕ
Ｅ５１０は、各ＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続のための個別のキープアライブメ
ッセージを送信するはずである。異なるチャネルのための複数のキープアライブメッセー
ジは、無線ネットワークのトラフィック負荷を増大させ、それにより、無線チャネルアク
セスに対する需要を増大させる。さらに、異なるチャネルのために複数のキープアライブ
メッセージを送信しなければならないこともまた、ＵＥ５１０におけるバッテリー消費を
増大させるはずである。このように、ＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続を維持する
ことに関連付けられたネットワークトラフィックの量およびバッテリー消費の量の両方と
もを低減しながら、アクセス端末が、動的に割り付けられたＩＰアドレスおよび／または
ＰＤＮ接続を維持できるようにするには課題が存在する。
【００５３】
　本明細書において説明されるシステム、方法、および装置は、アイドルデータトラフィ
ックチャネルに関連付けられたＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続を維持するために
利用されるキープアライブメッセージのより効率的な管理を可能にする特徴を含む。１つ
の実施において、アクセス端末は、送信されるキープアライブメッセージの数を低減する
ために、アイドルデータトラフィックチャネルのためのキープアライブメッセージを統合
する。１つの実施において、アクセス端末は、アイドルデータトラフィックチャネルのう
ちのどれを維持するかを選択し、関連付られたＩＰアドレスおよび／またはＰＤＮ接続の
ための統合キープアライブメッセージを送信する。１つの実施において、タイマはＰＤＮ
接続に関連付けられ、サブタイマは特定のＰＤＮ接続によってカバーされたＩＰアドレス
に関連付けられる。このような実施において、キープアライブメッセージは、タイマ、サ
ブタイマ、および／またはタイマおよびサブタイマの組み合わせに基づいて統合されうる
。補完的な方法において、ＰＤＮゲートウェイまたは別のコンビニエントネットワークノ
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ードは、ネットワークトラフィックを低減するために１または複数のアクセス端末と協調
する。別の補完的な方法において、ＰＤＮゲートウェイまたは別のコンビニエントネット
ワークノードは、特定のアクセス端末に提供される複数のタイマおよび／または複数のサ
ブタイマを同期させる。
【００５４】
　図５は、方法の実施のフローチャートである。１つの実施において、方法は、ＰＤＮゲ
ートウェイまたは類似的に構成されたノードによって実行される。ブロック５－１に示さ
れるように、方法は、（例えば、ＬＴＥネットワークまたはＨＲＰＤネットワークのよう
な）ラジオアクセス技術によってＵＥから接続要求を受信することを含む。ブロック５－
２に示されるように、方法は、ラジオリンクによって、要求しているＵＥに対してＩＰア
ドレスを割り当てることと、送信することとを含む。ブロック５－３に示されるように、
方法は、割り当てられたＩＰに関連付けられたタイマを設定してＵＥに送信することを含
む。ブロック５－４に示されるように、方法は、ＵＥからアクノレッジメントを受信する
ことを含む。ブロック５－５に示されるように、方法は、データトラフィックチャネルが
アイドル状態である場合に、関連付けられたデータトラフィックチャネル上のトラフィッ
ク（またはキープアライブメッセージ）を感知すること、またはタイムアウトすることを
含む。ＵＥがデータトラフィックチャネルを使用している、または、キープアライブメッ
セージを送信する場合（５－５からのキープアライブ（ＫＡ）経路）、ブロック５－７に
示されるように、方法は、関連付けられたタイマをリセットすることを含む。その一方で
、データトラフィックチャネルがアイドル状態であり、かつ、タイマの期限が切れている
、および／またはタイマがしきい値を越えている（cross）場合（５－５からのタイムア
ウト（ＴＯ）経路）、ブロック５－６に示されるように、ネットワークは、ＵＥに割り当
てられたＩＰアドレスのリリースを強制する。
【００５５】
　図６は、方法の実施のフローチャートである。１つの実施において、方法は、ＵＥまた
は類似的に構成されたデバイスによって実行される。ブロック６－１に示されるように、
方法は、（例えば、ＬＴＥネットワークまたはＨＲＰＤネットワークのような）ラジオア
クセス技術によってＰＤＮゲートウェイへ接続要求を送信することを含む。ブロック６－
２に示されるように、方法は、ラジオリンクによって、要求しているＰＤＮゲートウェイ
からＩＰアドレスを受信することを含む。ブロック６－３に示されるように、方法は、割
り当てられたＩＰアドレスに関連付けられたタイマインジケータをＰＤＮゲートウェイか
ら受信することを含む。ブロック６－４に示されるように、方法は、ローカルタイマを設
定することを含む。ブロック６－５に示されるように、方法は、ＰＤＮゲートウェイにア
クノレッジメントを送信することを含む。
【００５６】
　ブロック６－６に示されるように、方法は、関連付けられたデータトラフィックチャネ
ルが、使用中およびアイドル状態のどちらであるかを判定することを含む。ＵＥが、関連
付けられたデータトラフィックチャネルを使用している場合（６－６からの「はい」経路
）、ブロック６－１１に示されるように、ＵＥは、ＰＤＮゲートウェイからの明示的なア
クノレッジメントか、暗示的なアクノレッジメントのどちらかと、リフレッシュされたタ
イマインジケータとを受信する。ブロック６－１２に示されるように、方法は、ブロック
６－５によって示される方法の一部に戻る前に、ローカルタイマをリセットすることを含
む。
【００５７】
　ブロック６－６に戻ると、データトラフィックチャネルがアイドル状態である場合（６
－６からの「いいえ」経路）、ブロック６－７に示されるように、方法は、ＵＥが割り当
てられたＩＰアドレスを保持できるように、キープアライブメッセージを送信するかどう
かを決定することを含む。ＵＥがキープアライブメッセージを送信する理由がないと判定
した場合（６－７からの「いいえ」経路）、ブロック６－８に示されるように、ＵＥは、
タイマの期限が切れること、またはタイマがしきい値を越える(cross)ことを許容（allow
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）する。ブロック６－９に示されるように、方法は、割り当てられたＩＰアドレスをネッ
トワークにリリースすることを含む。その一方で、ＵＥがキープアライブメッセージを送
信する理由がないとＵＥが判定した場合（６－７からの「はい」経路）、ブロック６－１
０に示されるように、方法は、ブロック６－１１に示される方法の一部に進む前に、キー
プアライブメッセージを送信することを含む。
【００５８】
　図７は、ＵＥに割り当てられた第１および第２のＩＰアドレスのためのキープアライブ
シグナリング実施の簡略化されたタイミング図である。説明を簡単にするために、図７は
、アドレスが同じＵＥに割り当てられている実施として説明される。しかしながら、いく
つかの実施において、アドレスは複数の異なるＵＥに割り当てられうる。時間ｔ０におい
て、ＵＥは第１のＩＰアドレスのための構成メッセージ７０１を送信する。時間ｔ１にお
いて、ＵＥは第２のＩＰアドレスのための構成メッセージ７０２を送信する。第１および
第２のＩＰアドレスは、第１および第２の個別のタイマ（図示せず）を有する。第１のタ
イマは、ＴＯ１の初期リフレッシュ値を有し、第２のタイマはＴＯ１よりも大きいＴＯ２
の初期リフレッシュ値を有する。このように、アクティブ管理を用いることなく、ＩＰア
ドレスが両方ともアクティブ状態である場合にこれらを維持するために、ＵＥは、第１の
タイマの期限が切れる各時間ｔ２、ｔ４、ｔ６、ｔ８においてキープアライブメッセージ
７０３、７０５、７０７、７０９（等）を送信しなければならず、さらに、第２のタイマ
の期限が切れる各時間ｔ３、ｔ５、ｔ７においてキープアライブメッセージ７０４、７０
６、７０８（等）を送信しなければならない。上述されたように、各キープアライブ伝送
は、チャネルアクセスに対する需要を増大させ、バッテリー電力を消費する。
【００５９】
　図８は、本明細書に開示される態様に従うキープアライブシグナリング実施の簡略化さ
れたタイミング図である。図８は、図７に類似しており、そこから変形された（adapted
）ものである。このように、簡潔さのために、図７と図８との間の差異のみが説明される
。各ＩＰアドレスのために個別にキープアライブメッセージを送信する代わりに、統合キ
ープアライブメッセージ８０３、８０４、８０５、８０６は、時間ｔ２、ｔ３、ｔ４、お
よびｔ５において、第１および第２のローカルタイマを一緒にリフレッシュするために送
信される。統合キープアライブメッセージ８０３、８０４、８０５、８０６の間の持続時
間は、第１のＩＰアドレスに属する初期リフレッシュ値ＴＯ１にほぼ等しい。例示された
実例において、第２のＩＰアドレスに属する初期リフレッシュ値ＴＯ２はＴＯ１よりも大
きく、第２のＩＰアドレスに関連付けられた第２のローカルタイマは、個別のキープアラ
イブメッセージが第２のＩＰアドレスを維持するために送信された場合よりもより高い頻
度でリフレッシュされる。しかしながら、説明されたように第２のローカルタイマをより
高い頻度でリフレッシュすることによって、ネットワークトラフィックの量が低減され、
いくつかの実施において、消費されるバッテリー電力もまた低減される。
【００６０】
　図９は、方法の実施のフローチャートである。１つの実施において、方法は、ＵＥまた
は類似的に構成されたデバイスによって実行される。ブロック９－１に示されるように、
方法は、第１のＩＰアドレスおよび関連付けられたタイマインジケータを受信することを
含む。ブロック９－２に示されるように、方法は、第１のローカルタイマを設定すること
と、第１のＩＰアドレスに関連付けられたデータトラフィックチャネルのための構成設定
を完了させるためのアクノレッジメントを送信することとを含む。ブロック９－３に示さ
れるように、方法は、第２のＩＰアドレスおよび関連付けられたタイマインジケータを受
信することを含む。ブロック９－４に示されるように、方法は、第２のローカルタイマを
設定することと、第２のＩＰアドレスに関連付けられたデータトラフィックチャネルのた
めの構成設定を完了させるためのアクノレッジメントを送信することとを含む。ブロック
９－５に示されるように、方法は、第１および第２のタイマのうちで最小の初期値を有し
ている方を選択することを含む。
【００６１】
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　ブロック９－６に示されるように、方法は、第１のＩＰアドレスに関連付けられたデー
タトラフィックチャネルが、使用中およびアイドル状態のどちらであるかを判定すること
を含む。ＵＥが、関連付られたデータトラフィックチャネルを使用している場合（９－６
からの「はい」経路）、方法は、ブロック９－７によって示される方法の一部に進むこと
を含む。その一方で、ＵＥが第１のＩＰアドレスに関連付けられたデータトラフィックチ
ャネルを使用していない場合（９－６からの「いいえ」経路）、ブロック９－９によって
示されるように、方法は、以前に選択されたタイマが（例えば、しきい値を越えているこ
とによって）期限切れに近いかどうかを判定することを含む。タイマが期限切れに近い場
合（９－９からの「いいえ」経路）、ブロック９－１０に示されるように、方法は、ＵＥ
が第１および第２のＩＰアドレスを両方とも保持できるようにするためにキープアライブ
メッセージを送信するかどうかを決定することを含む。
【００６２】
　キープアライブメッセージを送信する理由がないとＵＥが判定した場合（９－１０から
の「いいえ」経路）、ブロック９－１１に示されるように、ＵＥは、タイマの期限が切れ
ること、またはタイマがしきい値を越えることを許容して、第１および第２のＩＰアドレ
スのうちの一方または両方とものリリースを示す。その一方で、ＵＥがキープアライブメ
ッセージを送信する理由がないとＵＥが判定した場合（９－１０からの「はい」経路）、
ブロック９－１２に示されるように、方法は、キープアライブメッセージを送信すること
を含む。ブロック９－１３に示されるように、方法は、ＰＤＮゲートウェイからアクノレ
ッジメントを受信することを含む。ブロック９－１４に示されるように、方法は、第１お
よび第２のローカルタイマの両方ともをリセットすることを含む。
【００６３】
　ブロック９－７に示されるように、方法は、第２のＩＰアドレスに関連付けられたデー
タトラフィックチャネルが使用中およびアイドル状態のどちらであるかを判定することを
含む。ＵＥが、関連付けられたデータトラフィックチャネルを使用している場合（９－７
からの「はい」経路）、ブロック９－８に示されるように、方法は、ＰＤＮゲートウェイ
から明示的なアクノレッジメントか、暗示的なアクノレッジメントのどちらかを受信する
ことと、第１および第２のローカルタイマの両方ともをリセットすることを含む。
【００６４】
　図１０は、図４の構成要素のうちのいくつかの間の伝送を例示するシグナリング図であ
る。信号１００１に示されるように、ＵＥ５１０およびＰＤＮゲートウェイ５６１は、第
１のＩＰアドレスと、関連付けられたデータトラフィックチャネルとの割当を構成する。
信号１００２に示されるように、ＵＥ５１０およびＰＤＮゲートウェイ５６１は、第２の
ＩＰアドレスと、関連付けられたデータトラフィックチャネルとの割当を構成する。ブロ
ック１００３に示されるように、ＵＥ５１０は、第１および第２のタイマのうちの最小の
初期値を有している方を選択することを含む。ブロック１００４に示されるように、ＵＥ
５１０は、選択されたタイマが期限切れに近づくのを、例えば、その選択されたタイマが
しきい値を越えるのを待つことによって待つ。信号１００５に示されるように、ＵＥ５１
０はＰＤＮゲートウェイ５６３に統合キープアライブメッセージを送信する。統合キープ
アライブメッセージは、第１および第２のＩＰアドレスを個別に維持するために別の仕方
で送信される２つのメッセージに取って代わる。ブロック１００６に示されるように、Ｐ
ＤＮゲートウェイ５６３は、第１および第２のＩＰアドレスに関連付けられたタイマをリ
セットする。信号１００７に示されるように、ＰＤＮゲートウェイ５６３はアクノレッジ
メントをＵＥ５１０に送信する。それに応じて、ブロック１００８に示されるように、Ｕ
Ｅ５１０は、第１および第２のＩＰアドレスに関連付けられたローカルタイマをリセット
する。
【００６５】
　図１１は、方法の実施のフローチャートである。１つの実施において、方法は、ＵＥま
たは類似的に構成されたデバイスによって実行される。ブロック１１－１に示されるよう
に、方法は、複数のＩＰアドレスを受信することと、対応するデータトラフィックチャネ
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ルを構成することとを含む。ブロック１１－２に示されるように、方法は、ＩＰアドレス
の各々のためにローカルタイマを設定することを含む。ブロック１１－３に示されるよう
に、方法は、アイドルモードに入った際に維持するＩＰアドレスのグループを識別するこ
とを含む。ブロック１１－４に示されるように、方法は、最小の初期値を有している選択
されたＩＰアドレスのローカルタイマを識別することを含む。ブロック１１－５に示され
るように、方法は、識別されたタイマが期限切れに近づくのを、例えば、その特定のタイ
マがしきい値をいつ越えるのかを判定することによって待つことを含む。ブロック１１－
６に示されるように、方法は、識別されたＩＰアドレスのグループのために統合キープア
ライブメッセージを送信することを含む。ブロック１１－７に示されるように、方法は、
ＰＤＮゲートウェイからアクノレッジメントを受信することを含む。ブロック１１－８に
示されるように、方法は、ブロック１１－３によって示される方法の一部にループバック
する前に、識別されたＩＰアドレスのグループに関連付けられたローカルタイマをリセッ
トすることを含む。
【００６６】
　図１２は、方法の実施のフローチャートである。１つの実施において、方法は、ＵＥま
たは類似的に構成されたデバイスによって実行される。１つの実施において、方法は、Ｕ
Ｅまたは類似的に構成されたデバイスによって実行される。ブロック１２－１に示される
ように、方法は、複数のＰＤＮ接続を受信することと、対応するデータトラフィックチャ
ネルを構成することとを含む。ブロック１２－２に示されるように、方法は、ＰＤＮ接続
の各々のためにローカルタイマを設定することを含む。ブロック１２－３に示されるよう
に、方法は、アイドルモードに入った際に維持するＰＤＮ接続のグループを識別すること
を含む。ブロック１２－４に示されるように、方法は、最小の初期値を有している選択さ
れたＰＤＮ接続のローカルタイマを識別することを含む。ブロック１２－５に示されるよ
うに、方法は、識別されたタイマが期限切れに近づくのを、例えば、その特定のタイマが
しきい値をいつ越えるのかを判定することによって待つことを含む。ブロック１２－６に
示されるように、方法は、ＰＤＮ接続のグループのために統合キープアライブメッセージ
を送信することを含む。ブロック１２－７に示されるように、方法は、ＰＤＮゲートウェ
イからアクノレッジメントを受信することを含む。ブロック１２－８に示されるように、
方法は、ブロック１２－３によって示される方法の一部にループバックする前に、識別さ
れたＰＤＮ接続のグループに関連付けられたローカルタイマをリセットすることを含む。
【００６７】
　図１３は、方法の実施のフローチャートである。１つの実施において、方法は、ＰＤＮ
ゲートウェイまたは類似的に構成されたノードによって実行される。ブロック１３－１に
示されるように、方法は、単一のＵＥに複数のＩＰアドレスを送信することを含む。ブロ
ック１３－２に示されるように、方法は、複数のＩＰアドレスに対応する関連付けられた
タイマインジケータを送信することを含む。ブロック１３－３に示されるように、方法は
、ＰＤＮゲートウェイが、ＵＥからアクノレッジメントを受信することを含む。ブロック
１３－４に示されるように、方法は、ＵＥに割り当てられたＩＰアドレスのうちの２つ以
上のための統合キープアライブメッセージを受信することを含む。ブロック１３－５に示
されるように、方法は、統合キープアライブメッセージにおける識別された２つ以上のＩ
Ｐアドレスの各々のためのリフレッシュされたタイマインジケータを送信することを含む
。
【００６８】
　図１４は、方法の実施のフローチャートである。１つの実施において、方法は、ＰＤＮ
ゲートウェイまたは類似的に構成されたノードによって実行される。ブロック１４－１に
示されるように、方法は、単一のＵＥに複数のＩＰアドレスを送信することを含む。ＩＰ
アドレスは、２つ以上のＰＤＮ接続に関連付けられる。すなわち、２つ以上のＰＤＮ接続
の各々は、１または複数のＩＰアドレスを単一のＵＥに割り当てる。ブロック１４－２に
示されるように、方法は、複数のＩＰアドレスに対応する関連付けられたタイマインジケ
ータを送信することを含む。ブロック１４－３に示されるように、方法は、ＰＤＮゲート
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ウェイが、ＵＥからアクノレッジメントを受信することを含む。ブロック１４－４に示さ
れるように、方法は、ＵＥに割り当てられたＩＰアドレスのうちの２つ以上のための統合
キープアライブメッセージを受信することを含む。ブロック１４－５に示されるように、
方法は、統合キープアライブメッセージにおける識別された２つ以上のＩＰアドレスの各
々のためのリフレッシュされたタイマインジケータを送信することを含む。
【００６９】
　図１５は、別のキープアライブシグナリング実施の機能的なブロック図を示す。当業者
は、キープアライブシグナリング実施が、図１５に例示された簡略化されたキープアライ
ブシグナリング実施１５００よりも多くの構成要素を有しうることを理解するはずである
。図１５に示されるキープアライブシグナリング実施１５００は、特定の態様の実施のい
くつかの顕著な特徴を説明するのに役立つ構成要素のみを含んでいる。
【００７０】
　キープアライブシグナリング実施１５００は、アドレス受信回路１５０２と、統合キー
プアライブメッセージ送信回路１５０４とを含みうる。１つの実施において、アドレス受
信回路１５０２は、各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィック
チャネルを有する２つ以上のネットワークアドレスをネットワークから受信するように構
成される。いくつかの実施において、２つ以上のネットワークアドレスをネットワークか
ら受信する手段は、アドレス受信回路１５０２を含む。１つの実施において、統合キープ
アライブメッセージ送信回路１５０４は、各々異なるデバイスに関連付けられている２つ
以上のネットワークアドレスのグループに関連付けられたタイマをリフレッシュするため
に、統合キープアライブメッセージを送信するように構成される。いくつかの実施におい
て、統合キープアライブメッセージを送信する手段は、統合キープアライブメッセージ送
信回路１５０４を含む。
【００７１】
　本明細書で使用されるように、「判定すること（determining）」という用語は、幅広
い動作を含む。例えば、「判定すること」は、計算すること、コンピュータ処理すること
、処理すること、導出すること、調査すること、ルックアップすること（例えば、テーブ
ル、データベース、または別のデータ構造をルックアップすること）、アサートすること
、等を含みうる。また、「判定すること」は、受信すること（例えば、情報を受信するこ
と）、アクセスすること（例えば、メモリ内のデータにアクセスすること）、等を含みう
る。また、「判定すること」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立すること
、等を含みうる。
【００７２】
　本明細書で使用されるように、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」というフレー
ズは、単一の要素を含む、これら項目の任意の組み合わせを指す。例として、「ａ、ｂ、
またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ
－ｂ－ｃをカバーすることを意図されている。
【００７３】
　上述された方法の様々な動作は、これら動作を実行できる任意の適切な手段、例えば、
様々なハードウェアおよび／またはソフトウェアの（複数の）構成要素、回路、および／
または（複数の）モジュールによって実行されうる。一般的に、図面に示された任意の動
作は、これら動作を実行することができる対応する機能的手段によって実行されうる。
【００７４】
　本開示に関連して説明された、様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回路
は、ここで説明された機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ、デジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、離散
ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェア構成要素、またはこれらの任意の組み
合わせを用いて、実現または実行されることができる。汎用プロセッサは、マイクロプロ
セッサであることができるが、代替的に、プロセッサは、商業的に利用可能な任意のプロ
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セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであることができ
る。プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマ
イクロプロセッサ、ＤＳＰコアを伴う１または複数のマイクロプロセッサ、または、その
他任意のこのような構成のような、コンピューティングデバイスの組み合わせとして実現
されうる。
【００７５】
　１または複数の態様において、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、あるいはこれらの任意の組み合わせで実現されうる。ソフトウェアで実現さ
れる場合、機能は、１または複数の命令群またはコードとして、コンピュータ読取可能な
媒体に記憶されるか、またはそれによって伝送されうる。コンピュータ読取可能な媒体は
、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含
む通信媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされることができる任意の入手可能な媒体であることができる。限定ではなく例
として、そのようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デ
バイス、あるいは、命令群またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを搬送また
は記憶するために使用されることができ、かつ、コンピュータによってアクセスされるこ
とができるその他任意の媒体を備えうる。また、任意の接続は適切に、コンピュータ読取
可能な媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他のリ
モートソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、ラジオ、およびマイクロ波のような無線技術を使用し
て伝送される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波のような無線技術が媒体の定義に含まれる。本明細書
で使用されるようにディスク（Ｄｉｓｋ）およびディスク（Ｄｉｓｃ）は、コンパクトデ
ィスク（ＣＤ）と、レーザディスクと、光学ディスクと、デジタルバーサタイルディスク
（ＤＶＤ）と、フロッピー（登録商標）ディスクと、ブルーレイディスクとを含み、ここ
においてディスク（ｄｉｓｃ）がレーザを用いて光学的にデータを再生するのに対し、デ
ィスク（ｄｉｓｋ）は通常、磁気的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様で
は、コンピュータ読取可能な媒体は、非一時的なコンピュータ読取可能な媒体（例えば、
有形の媒体）を備えうる。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ読取可能な媒体は
、一時的なコンピュータ読取可能な媒体（例えば、信号）を備えうる。上記のものの組み
合わせも、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含められるものとする。
【００７６】
　本明細書に開示された方法は、説明された方法を達成するための１または複数のステッ
プまたは動作を備える。方法のステップおよび／または動作は、本願の特許請求の範囲か
ら逸脱することなく、互いに置換可能である。すなわち、ステップまたは動作の特定の順
序が指定されない限り、特定のステップおよび／または動作の順序および／または使用は
、本願の特許請求の範囲から逸脱することなく変更されうる。
【００７７】
　説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任
意の組み合わせにおいて実現されうる。ソフトウェアで実現される場合、機能は、１また
は複数の命令群として、コンピュータ読取可能な媒体に記憶されうる。記憶媒体は、コン
ピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、または他
の磁気記憶デバイス、あるいは、命令群またはデータ構造の形態で所望のプログラムコー
ドを搬送または記憶するために使用されることができ、かつ、コンピュータによってアク
セスされることができるその他任意の媒体を備えうる。ディスク（disk）およびディスク
（disc）は、ここで使用される場合、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディ
スク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
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ッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）
を含み、ここで、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生するが、ディスク（di
sc）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。
【００７８】
　したがって、特定の態様は、ここに提示された動作を実行するためのコンピュータプロ
グラム製品を備えうる。例えば、そのようなコンピュータプログラム製品は、記憶された
（および／またはコード化された）命令群を有するコンピュータ読取可能な媒体を備える
ことができ、これら命令群は、ここに説明された動作を実行するために１または複数のプ
ロセッサによって実行可能である。特定の態様では、コンピュータプログラム製品は、パ
ッケージングマテリアルを含んでもよい。
【００７９】
　ソフトウェアまたは命令群は、伝送媒体によって伝送されることもできる。例えば、ソ
フトウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、
ラジオ、およびマイクロ波のような無線技術を使用して伝送される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波
のような無線技術が伝送媒体の定義に含まれる。
【００８０】
　さらに、ここに説明された方法および技法を実行するためのモジュールおよび／または
他の適切な手段が、ダウンロードされうること、および／または、そうでなければ、ユー
ザ端末および／または基地局によって、適用可能なように得られうることが理解されるべ
きである。例えば、そのようなデバイスは、ここに説明された方法を実行する手段の伝送
を容易にするために、サーバに結合されることができる。代替的に、ここに説明された様
々な方法は、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフ
ロッピーディスクのような物理記憶媒体、等）を介して提供されることができるので、ユ
ーザ端末および／または基地局は、記憶手段をデバイスに結合または提供して、様々な方
法を得ることができる。さらに、ここに説明された方法および技法をデバイスに提供する
ためのその他任意の適切な技法が利用されうる。
【００８１】
　本願の特許請求の範囲が、上述された、まさにその構成および構成要素に限定されない
ことが理解されるべきである。様々な変更、交換、および変形が、本願の特許請求の範囲
から逸脱することなく、上述された方法および装置の構成、動作、および詳細に対してな
されることができる。
【００８２】
　上記は、本開示の態様に関するものであるが、本開示の他の態様およびさらなる態様が
、その基本的な範囲から逸脱することなく考案されることができ、その範囲は、下記の請
求項によって決定される。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
２つ以上のネットワークアドレスをネットワークから受信することと、
　各々異なるデバイスに関連付けられている前記２つ以上のネットワークアドレスのグル
ープに関連付けられた前記タイマをリフレッシュするために、統合キープアライブメッセ
ージを送信することと
を備える方法。
[Ｃ２]
　前記１または複数のネットワークアドレスは、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
接続を提供され、前記ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられる、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]
　前記ネットワークアドレスのうちのいくつかは、単一のＰＤＮ接続に含まれる、Ｃ２に
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記載の方法。
[Ｃ４]
　前記ネットワークアドレスは、各々が少なくとも１つのネットワークアドレスを含む２
つ以上のＰＤＮ接続に含まれる、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ５]
　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付られたネットワークアドレスを
識別することと、
　各アイドルデータトラフィックチャネルごとの前記関連付けられたネットワークアドレ
スを維持するかどうかを決定することと、
　識別されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合することと
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ６]
　前記送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノレッジメントを受信す
ることと、
　前記アクノレッジメントに関連付けられた前記タイマをリフレッシュすることと
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ７]
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
２つ以上のネットワークアドレスをネットワークから受信するように構成された受信機と
、
　各々が異なるデバイスに関連付けられている前記２つ以上のネットワークアドレスのグ
ループに関連付けられた前記タイマをリフレッシュするために、統合キープアライブメッ
セージを送信するように構成された送信機と
を備える装置。
[Ｃ８]
　１または複数のネットワークアドレスが、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続
を提供され、前記ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられるＣ７に記載の装置。
[Ｃ９]
　前記ネットワークアドレスのうちのいくつかは、単一のＰＤＮ接続に含まれる、Ｃ８に
記載の装置。
[Ｃ１０]
　前記ネットワークアドレスは、各々が少なくとも１つのネットワークアドレスを含む２
つ以上のＰＤＮ接続に含まれる、Ｃ８に記載の装置。
[Ｃ１１]
　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付られたネットワークアドレスを
識別し、
　各アイドルデータトラフィックチャネルのための前記関連付けられたネットワークアド
レスを維持するかどうかを決定し、
　識別されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合する
　ように構成された処理システムをさらに備えるＣ７に記載の装置。
[Ｃ１２]
　前記受信機はさらに、前記送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノ
レッジメントを受信するように構成され、前記処理システムはさらに、前記アクノレッジ
メントに関連付けられた前記タイマをリフレッシュするように構成される、Ｃ１１に記載
の装置。
[Ｃ１３]
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
２つ以上のネットワークアドレスをネットワークから受信する手段と、
　各々異なるデバイスに関連付けられている前記２つ以上のネットワークアドレスのグル
ープに関連付けられた前記タイマをリフレッシュするために、統合キープアライブメッセ
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を備える装置。
[Ｃ１４]
　前記１または複数のネットワークアドレスは、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
接続を提供され、前記ＰＤＮ接続はタイマに関連付けられるＣ１３に記載の装置。
[Ｃ１５]
　前記ネットワークアドレスのうちのいくつかは、単一のＰＤＮ接続に含まれる、Ｃ１４
に記載の装置。
[Ｃ１６]
　前記ネットワークアドレスは、各々が少なくとも１つのネットワークアドレスを含む２
つ以上のＰＤＮ接続に含まれる、Ｃ１４に記載の装置。
[Ｃ１７]
　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付けられたネットワークアドレス
を識別し、
　各アイドルデータトラフィックチャネルごとの前記関連付けられたネットワークアドレ
スを維持するかどうかを決定し、
　識別されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合する
　ように構成された処理する手段をさらに備えるＣ１３に記載の装置。
[Ｃ１８]
　前記受信手段はさらに、前記送信された統合キープアライブメッセージに応答してアク
ノレッジメントを受信するように構成され、前記処理手段はさらに、前記アクノレッジメ
ントに関連付けられた前記タイマをリフレッシュするように構成される、Ｃ１７に記載の
装置。
[Ｃ１９]
　命令群を備えるコンピュータ読取可能な媒体を備える無線で通信するためのコンピュー
タブログラム製品であって、前記命令群は、実行されると装置に、
　各々関連付けられたタイマおよび関連付けられたデータトラフィックチャネルを有する
２つ以上のネットワークアドレスをネットワークから受信させ、
　各々異なるデバイスに関連付けられている前記２つ以上のネットワークアドレスのグル
ープに関連付けられた前記タイマをリフレッシュするために、統合キープアライブメッセ
ージを送信させる
命令群である、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ２０]
　実行されると装置に、
　アイドルデータトラフィックチャネルおよび前記関連付けられたネットワークアドレス
を識別させ、
　各アイドルデータトラフィックチャネルごとの前記関連付けられたネットワークアドレ
スを維持するかどうかを決定させ、
　識別されたネットワークアドレスのためのキープアライブメッセージを統合させる
命令群をさらに備えるＣ１９に記載のコンピュータプログム製品。
[Ｃ２１]
　実行されると装置に、
　前記送信された統合キープアライブメッセージに応答してアクノレッジメントを受信さ
せ、
　前記アクノレッジメントに関連付けられた前記タイマをリフレッシュさせる
　命令群をさらに備えるＣ２０に記載のコンピュータプログラム製品。
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